
最近の申国経済学界における経済計算論争
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確立、に

なの対
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国な定
家す量
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画の資

で金　るし立と会済こ則実をのら点議　潤めらる、い
はを以と一すい計計と的的計はれにはつ的にな不か
あ支前す定るう制算なにで数’な集’　　　　　　　　　　　　　　　　　ぎで価い可ら
る出かる量にか度のどはな的価く中企にあ格゜欠で
がすら意めいたや外が価かに格なし業’ると労のあ’

るの見資つち財的’値つ把とつ’経一増価働条る
しと見で金たで政条そにた握価た価済九産値消件゜
かい解あを゜一制件の一こす値゜格計六節の耗とし
しくうか覧支ご本度に理致ζるの後と算二約一とした

出のにのつ由せ　こ一者価の年の致労てが
す新ま確いとしさと致の値外以実を働’つ
るしと立てしめらはあ問の的降現も成価て
こいまをいてらに困る題背条ににと果格’
と見りもう考れい難いが離件な対めのと経
が解’外とえるずではあ問にるしる比価済
企とそ的’らべれあ背る題なとてこ較値計
業いれ条それきのる離程にに’不と計の算
経うと件れるこ意こと度つをこ利は算背の
済のはopま゜と見とい以いかので’の離機
計は別一で前ににかつ上てぞテあか厳を能
算’　　のつの者もしらてにのえ1るえ密容を
の国一と意の異て問も発討るマとつ性認十
外家つし見問論も題’展議かにいでをし分
的がのてが題が’が正しはとつう経追なに
条企見包統・な価あ確なあいい゜済求け発
件業解括一一企か格まにかまうて　計すれ揮
でにとす的業つはり価つり問の　算るばさ
あ対対るな経た原現値たみ題論　のたなせ
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義にす　お有的とれすすでヨのの組さ料前さ企用に’
をよるここのにからるるありで紐成ら供述え業はも
もつ゜れな資’なのここる健あ帯部に給しら活国と
つてすにう金国ら論とと゜全つで分合とたれ動家つ
た企な対こを民ず者はだしにてあで理製とての計い
外業わしとす経企はあけたう’りあ的品こい特画て
的がちてがで済業’光をがちそ’るな販うる質にお
条経”でに回経たらとつたれまと財売のとは規こ
件済い新き割復済となりててらた同務・企い’制な
を計わしな当斯効えいあ　’るの企時制原業う国さわ
さ算ゆくかて（果ばとげ国条す業に度材の点家れれ
すをる提っら一・に’主て家件べと’の料最に統る’
のお企起たれ九変現張’がとて企国確お適も一も企
でこ業さ点て五動実すそ企みが業家立よ生と計の業
あな経れない○が的るれ業と’のの等び産め画での
つい済たどた～あに゜をにめ企相統は製部なをあ（
てう計見をが五ら’こ企対ら業互一’品署け基る流’

る算解指まこわ薗の業しれ経支指全のへれ礎か動
企かのは摘だ年れ家こ経てな済援導国価のばとらお
業ど外’し全）るのと済一け計のと民格配なし’よ
経う的つて面に点計の計定れ算関企経決置ら’やび
済か条ぎい的は’画例算量ばを係業済定・なぞは固
計の件のるな’あに証ののなヨをの計・合いれり定
算本とよQ経各る差と外資らリ反自画利理Qに社）
に質はう　済企い異し的金な厳映主の潤的つよ会資
え的’に　計業はがて条をい密す的有分なまっ主金
いなぞ主　算は歴あ’件支もにる経機配原りて義の
き意れ張　を固史ること出の・も営的・材’さ的運

具これる画いた済やの企きお　だ画そは出こ家点よ
体まぞ゜あは国計生は業よけさろのれ’をとのかう
的れれつる生家算産’経うるきう経を企そを統らを
計るのまい産がは物か済をいにと済企業の保一すあ
測の企りは物企お原り計おく企い計業経根障計れた
がで業’原原業こ価に算よつ業う算経済本す画ばえ
利あが前価価経なにそがぼか経
潤つ生述計の済わ不れ可すの済
計て産の画絶計ざ利ら能こ要計
画’計外を対算るなのかと因算
齢難誘實愛講ぎ譲1橡
いも編件程大否なきがか論企的
はそ成に度小をい5十をの業条
原のすあ達で判しくっ分決余経件
饗　　　塞塗　萎　　　　　　

率果へ的V）の’としずはてにれ
鎚探華隷鍵・ξ杢欝灘
び求的因なが利き’業゜そ的家
そ成にはの利潤る企のとれな計
の果お’で潤あ゜業利いらえ画
動のりそあ計るま経潤うはいに

゜

の済計的ると’る
組計算条と集そ諸
織算を件こ中れ条
にのお．とろ指は件
お外こみの導’の
け的なな、・の国全
る条うけ国も家部
重件前れ家ととを
要と提ばのに企さ
なみとな企企業す
意るなら業業のの．
義なるなにの関で
をらもい対自係は
軽ばの゜す主をな
視’でたる性正い
すかはし一を確゜
るえあか定十にこ
こつるに量分調の
とてが国の発整よ
に国’家資揮しう
な家も計金す・な
る計し画支る国観
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　きこで支る企済産そ様よの対　いる完をば的要態
企るろの出立業計・れ式う大立企と経全あ’条因と
業での叙す場経算流そのなきは業い営にたそ件はい
経あ理述るか済の通れ特見な’経う管整えれと’う
済ろ論にこら計外・代質解潮や済゜理備るらは企相
計う体おとで算的分表をに流は計
算゜系いをてに条配し大く’り算
の　のて企い対件のてきみつ再の
外　中わ業るしを各いくすま三外
的　にた経゜て形側る評るり指的
条　理し済ま国成面・と価側一摘条
件　論が計た民すをみしと方し件
に　的従算国経る統らて’にてに
つ　一来の家済と一れ理他おきつ
い　貫の外が規い的る論方けたい
て　性支的企模うに゜化にるとて
の　を配条業の見規すしおソこの
み　奄的件に経解定なよけ連ろ最
　　つ見と対済はすわうるにの近ぎ

の　て解すし計’るちと中お中の
考馨竸三募糠杢墓監羅あ
な‘す類解定優ま計国側自支済よ
討るしは量位で画民のの配学う
論　こて’のをもが経意経的界な

し　でとまをす’経生’展るつの

のす外のな業対
改る的諸り経値
善こ条要え済を
をと件因な計基
軽をとをい算準
視安評企とにに
す易価業い直し
るにす経え接て
よ期る済よ，決お
う待こ計う定こ
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風’はに特なわ
潮企’直にえれ
を業そ接実いる
助内れ決践きか
長のら定的よぎ
す自の的なうり
る主条な観を’
か的件え点あそ
も努をいかたれ
し力国きらえら
れに家よするの
なよがうれ外諸

の原体働そいそ範経済を
結価現おのかえ疇済計経経
集をさよ向ならが計算済済　　　　　　　　　　　　　四点基れび上いれ中算の計計

るし働たか済いな容の唯本民会
国て消労る計う地あ基一質公主

つ的表ほとのてこ体とかするお
け単示かし社はと系み・る原け
る位でな’会’・のるあに価る
紐であら経的こす中かるも計原

な企こと果活みく価立全’
る業うすの動ととおは国ま
ととのれ向のめもよあ民た
こ社原ば上効なぞびっ経企
ろ会価’と果いの利て済業
の主’生はをわ一潤も規経
利義お産物計けつと’模済
潤権よ物化測ににい企の計
と力びに労しはかう業経算

範
疇
の
検
討
と

うあ必の系的びか゜

る然よににつし
　゜的うつ企け’
　以にない業て冒
　下こ企て経展頭
　’の業i’済開に
　企・き経さ計さ紹
　業っ済ら算・れ介
　経な計にのてし
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　つ層のをま討つ一
　い発具要れ論と
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　討せなる範そ的
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　てたげに格がと
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　よで’そ体然す
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定産値　質るいた会分す　テはるの　原が範にはい
す物構こ的だ゜と的とるこi個い経こ価か時理当う
るの成れなけしえにv°のマ別は済の範ウを解然こ゜

生にに区でたば必部す第か原社的問時てどしでの
こ産お対別・が平要分な一ら価会内題1とおの・あ二
のおげしはつつ均なをわのはと主容に原りよくろつ
独よるてなまて以支包ち問じ社義はつ価’うみうの
立びc’いり’上出括’題ま会経ない計討にた゜範
し実部もと原その部し生につ的済にて算論理てし時
た現分うい価の廃分’産つた原にかのをも解るたが
貨過と一うに原品か生物い゜価お・討めこしかが’
　　　　o幣程vつ
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対るれはる点企’て済
応原と’討に業こ’諸
関価価社論集経の企指
係範値会か中済原業標
と嚇規主らさ計価経の
いの定義紹れ算お済中
つ根と経介たのよ計で
た拠の済し゜中び算特
きは区によまに利の別
わな別おうず位潤内の
めにはけ゜順置と容意
てかな為
基’に原
本さか価
的ら’範
なにあ購

序ついを義
とけうどを
しる二のも
てかつよつ’

にのうの

値よ在経てとはだ要のであと出しは。
形つし済’す’け因であつものて’原
態ててに一るそでのなるて一合い一価
の規おおつ゜れあうけべ’致計る九と

社ととす　れお量象本価あ。企積和　る的と離ほお
会い貨な第るよ的を質値く＋業極でみとなめとかよ
主う幣わ．二べび変一的構まくに的あぎい差るかにび
義客経ちのき利動致・成で部おなるのう異の不’実
再観済’問も子をさ理の現分け論と前こがで正や現
生的が社題のにもせ論補象とる証す者とああ常は過
産条ま会にでつたな的填形質費をるのにるるなり程
は件だ主つあいらいな部態・用展意意なば゜損若に
価に存義いるてす諸も分で量支開見見るかし失干お
　　　　　　　　　　　　　　　　　o

補定りけの
損さ’る意
をれ価原見
前て値価は
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とる則時っ
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てばい生す
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　い価時業性七らは　が貨生に社の算す範　なでる
第う値ににをたな’さ存幣産す会支制な時こら計し
三゜法労対規分い企ら在形おる的出をわのれし算’
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個
別
原
価
と

社
会
的

原
価
の
関
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を
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さ

つ

に

理
解
す
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則働し定配こ業にす態よ必生をとち存にめせま
を消てす原とが’るをび要産生つ’在対てざた
利耗最る則’最ここと価が費産て社のし、いる社
用量大とのお少のとる値あ用物い会根’るを会
せの量い存よ労問自と法るとにる主拠ものえ主
ざ厳のう在び働題体い則゜企対こ義をうでな義
る密使主と社消にのうのこ業すと経経一あいに’

をな用張い会耗つ主こ存こ生るか済済つるとお
え計価でう主でい要と在に産企らの計の゜いい
ず算値あ客義最’て原をは’費業　基算意

’

をのる観に大は因規’原用費企層の見
必要生゜的おの’で定単価の用業生本は
然求産つ条け使もはすに範格支は産質’
的すをま件る用うなる企時差出’単と社
にる要りが二価一いの業存をと生位む会
原が求”つ値つとみが在形し産とす主
価’すご原のをの主で原の成て過しび義
範労るれ価公生意張あ価根す表程てつ経
時働だら範有産見すつを拠る現にのけ済
を消けの蒔制しがるて計が要しお企てに
　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　、導耗で条存となあ
入のな件在労ける
す計くはの働れ゜
る算”必にばそ
とは同企然応なれ

’

算あ因　け業説お
原するを生るが明け
価る゜明産諸独する
範さ商ら物費立る原
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　評うべ原会原わのる的なる　きる価とら産価すと
企価゜き価的価めみの価わのもで゜・おで物でない
業は個では原はてなと値ちはうあ個一りあのはわう
経お別あ’価一不ら同の”一り別般にる原なち問
済こ原っ劣は般正ず様反個まつ’原的も゜価く’題
計な価て等そ的確’に映別さの単価な計平と平個に
算わを’条のになさ’で原に意なは平算均生均別つ
にれこそ件部そもき個あ価社見る’　　　　　　　　　　　　　　　　均し原産原原い
おなのれの門ののの別るは会は社目原う価物価価て
いいよはもの部で意原の個的’会的価るとのでと’
てとう部と平門あ見価だ別原反的に・もい社な比一
原すな門で均のるにはか価価対原応そのう会け較つ
価る平平の原平Dあ社ら値でに価じれでの的れ対の
計゜均均生価均とら会’のな’とてぞあは生ば応意
算　原原産と原いわ的個反け個のいれつ’産なせ見
は
ど

の
毒

つ

な
地
位
を
し

め
　

ま

価価費は価うれ原別映れ別比ずのてそ費らしは
とよ用なとのる価価でば原較れ地’れ用なめ’
比り支らいは平と値あな価はか区たぞをいらつ
較も出ない’均対がりらと無の範とれ混゜れぎ
対当をいう工原応社’な比意平囲えの同そるの
応然基゜る業価す会社い較味均のば目すうもよ
し高準農が生とる的会と対で原平先的るでのう
てくに産’産い関価的主応あ価均進にこなはに
もな計物農物う係値原張せると原的応とけ’主’

る算の産ののをと価すしと比価なじにれ社張
正でさ社物社は・も対はるめい較等平てなば会す
確iあれ会の会’つ応社゜らうすが均いる’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　的る・
なうる的社的き゜す会すれ゜べあ原くか生原゜
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位’算原等おあのな算映けす位　る利当支あ　った
置との価のこつ中けしするこをもと潤然出り一た作
づこ重計計なたにれなる労としう主が企つ’つ゜用
けろ要算画う　゜はばけこ働はめ一張計業ま企の
るで性をのほつ’なれと消でる1つす算経り業意
か’を企達かまもらばは耗きものるさ済原に見
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社
会
主
義
経
済
の
本
質
と

あ

い

い
れ
な
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と

い

　　　　・た求の採同確し装業見よ義れ　 も資根い企潤な構

朧諾？騎鯉狸舞鰍撫に芒套塑身鱗
　　　　　　　　　　　　　　　　　’さ直な資ににおにいるで’産主観計め大根合意原
計い低わとあ資性義的測るき拠的見価企れ接い金お
算てくば主る金の経努すこなににが利業なのと利い
すは・折張がの向済力ると資た企あ潤経い関Q潤て
べ’ 活衷す’節上ののこに金っ業つ率済か連っ率資
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　゜で金き原き的る資約等も成とよをて管たよ計らは
で価たな゜金的はと果がつ占・い理゜り算であつは利
あ利労意　利ないでをでて有るのぞもにありま’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　潤
　　　　　　　　　　　　　　質れ資おるえり企率り潤働見

’

率消も
反を耗あ
対主のつ
のと比た
構し牽゜
成てがす
をも比な
もち較わ
つい的ち
部’高’
門資い有
に金よ機
お利う的

潤使ずは反き獲す
率用れ’映る得るすをは金い
の・も生す゜さこな反’利て
採つ一産るそれとわ映資潤は
用ま定のとした・ちす金率’
はりの拡いて超つ’る利の前’

資資大う’過ま資と潤方述
こ金金・わそ分り金い率にの
の占を先けのの相利うはヨと
任用必進で方利対潤’原リこ
務効要的あが潤的率さ価重ろ
を果と技る一をにはき利要で
ものす．術゜層消技’の潤なも
は追るのと正去術企意牽意ふ

゜

ず’業の
　’社管必
利会理要
潤主の性
は義質を
資制を否
金度判定
がの断す
うもする
みとるの
だで主で
しは要は
た’なな
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あ特画のや損も　いた現損はと社にるの　っ前もい
いに欠背ゆ現のこうが実はない会どかも利た二ちて
で低損離る象での問つのかいう主のどと潤゜者いは
もくがのやがあ問題て大なが考義ように範’

設あ範か許つ題で’衆ら’え経うかお時
計定り囲な容てにあそ運ず＿方済な’いに
画さう内意さ’つつの動し九がにえまてつ
欠れるで見れ社いたこのも五支おいた’い
損たとあでる会てとと中そ八配いき計特て

経けそ゜さいの意゜算れ政大た損たあ特最
済許れこれとも見　のて治躍゜　　　　　　　　　　　　　　はえり定後
計容はのる主と嫉　理い帳進しとるう生の
　　　　　　　　　論る』一にか一りかる産問算さ意よ欠張で

行もに立限゜　　　　　　いま　　　　　　　　　ての損てこおうれ欠し
にの価場界まかで　　　　　　　　　ど問に　　　　　　　　　　　　・こさ点ば損て
積で格かはたなも
極あがら”るな
的り価す価そ意く
に’値れ値れ味保
貢そよばとよで守
献のり’価りも的
すばも計格や欠な

う題なrにずがそ現
消のら経詳不あれ象社
化討な済述正っはが会
す論い帳す常た経許主
るはこ』るな゜済容義
か’との余現従計さ経
としが欠裕象来算れ済
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論き金
にで’利
なあ潤
んる率
らとを
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し張と
いすし
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をもち
つつい
けと’
くも原
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えこ利
るの潤
もよ牽
のうを
でな補
は意助
な見的
かはに
　、

果の量わ　ど算程　の　あご損を根いばにいと　る
をでをちこうににご討さるととな拠う’長も価ここ
特はあ’れかおおの論てとは実んを現そ期の格れと
になら資にといい問を’い’際らも象れかでのには
区いわ金ついてて題要つう計欠さつがはつは背対あ
別゜すはいう資資に約ぎ
ししも’て点金金つしに
てたの生’か占はいて企
計がで産一ら用どてみ業
算っあおつは効ののよ経
すてりよのじ果よ討う済
る”び意めをう論゜計
必企そ再見ら特なは
要業れ生はれに役’
は経自産’た区割ま
な済体過つ
く計が程ぎ

’

算新にの
まにし投よ
たおい入う
資い価さに
金で値れ主
占’をる張
用そ増過す
効の殖去る
果占す労゜
の用る働す
大効ものな

゜
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゜

画損ま1たあ当全な離しり
利のた現ら然体くに’え
潤比げ象わ許的’よもな
ζ較るとれ容な社らう．い
実をもいるさ観会な一と
際とのうがれ点的いつい
利おでべ’るか拡ばのう
潤しはきそべら大あ積こ
のてなでれき国再い極と
比企いあはで民生で的に
較業とつ社あ経産もなな
のの主て会る済の’意る
ば管張’主゜の進そ見゜
あ理す正義こ発行のは
い工る常社の展を欠’
と作゜な会ばにさ損欠
まのつ経のあ有ま額損
つ質ま済特い利たがの
たをり計有計でげ特理
く判’算の画あず別由
同断計の経欠る’にが
一 す画貫済損なさ大価
でる欠徹的とららき値

213



最近の中国経済学界における経済計算論争

そは　いお算いが的う　がる果こ個お計計的　と小
れ・’こつけすて要ながみでのおとのけ算算資もいは
はつれたるるは求側なぎきでよは範るにし金うう　’
国ぎら問固か計さ面いのるあびで時資おなの一
家のの題定’算れに゜二とり資きで金けけ総つ
がよ一が資流のてつしつい’金なあ占るれ量の
支う連’産動必くいたのう完占いり用資ばは意

・ 張題に徳にあつ者ては
企すに提的つるまが”
業るつ起磨いかりふ討完
の゜いさ損てど’れ論全
自すてれにはうそあはに
由な’たつどかれう　’対
にわ前
なち者
ら’の
な固資
い定金
も資計
の金算
でに不
あつ要
るい論
かての
らは立
ド’ 場

゜

いう・でよ当立
てか必はう然し
は’要固なにて
どさと定か資た
うらす資た金が
とにれ金ち計い
り社ばので算に
あ会ど占深のかt
つ主の用化もみ
か義よ効すつあ
う経う果るとう
か済ににご具と
とに計つと体こ

綜効た働金算なが’
合果が消消のいあ生
的のつ耗耗必こる産
に両ての・然とこに
企者’計つ性をとは
業を企算まを強か一
管あ業にり主調ら定
理わ経資労張し’の
工せ済金働す’社資
作て計占消るそ会金
のは算用耗゜の的が
質じは効とすごに必
をめ’果はなと資要
あて労を’わか金で
ら完働反まちら占あ
わ全消映っ’企用り
すと耗さた企業効’
こいのせく業経果社
とえ結る別に済を会
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はるきしいは使価ばは反　とて十代はるて資の原企’

r こわ’借不用償’減論こな’分的’こは金効価業
現とめそ入可の却現価すれり当に大現と’に果範が
在はてれ流能検費実償るにえ面利型在がやつに疇独
ので僅を動で証にの却゜対、なの用機のではい対に自
技き少原資あはふ固費すしいとし械中きりてすふに
術なの価金る’く定にな’とこな設国る原もるく計
水いもにだ゜固ま的全わ後主うけ備のと価同えま算
準との算け流定れ生部ち者張’れは技い範じいれす
がいで入で動資て産が’のす固ば比術う時こきるる
相うあしな資金い手正固資る定な較水゜にとよ減必
　　　　　　　　　　　　o対゜ってく金のな段確定金
的まても全に全いにに資計
にた”流つ部゜実反金算
低固そ原動いにし現映に必
い定の価資てつたささつ要
段資分に金もいがれれい論
階産析しに同てってるての
にのをめつ様のていわい立
あ道とるいで一’なけう場
る徳お支てあ系固いでとは
か的し払支る列定固は”
ら磨て利払がの資定なそう
ご損効息利’計金資いのぎ
そに果の息こ算の金゜占の
不つを比をのな節はた用よ
断いは率計ばし約’と効う
のてかは算あに的減え果に

資ら的準さふがう価要
産なすはらくいは償は
のいくまにまえ分却な
道情’なだ固れる析費く
徳況い相定るが把を’
的に上対資支’握とま
磨おに的産払特すおた
損か’にの利にるし別
はれ旧低道息借こて個
現て式い徳を入と’に
実い機段的と流が企計
のる械階磨お動で業算
社゜設に損し資きのし
会し備あにて金る経な’
的たはりつ分に゜済く
問がま　’い析’つ流活て
題つだ近てすい動動も
　　　　　　　　　、
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分従会極けな二゜結よの
野属主的よ見つ　とう指
にさ義にう解あ　しな標
馨羅老．簿享講纂
理と計れ立しな　業済、

に算な場てわ　経計　　　定にし接もしあ道な械技
よのかで’ちい済算さ　　しかて的うてつ徳どで術

国位ろう計’な標つにす　　　　　　　　　　　　らでいに道生えどな’技
のにの一算従く体い第び補あ゜移徳産ばのい・そ革
経つ国つを来’系て四に　　　　　　　　　　　　填り減転的物一よとの新

式経模の制義の1　’第　゜　あ磨はで形成徳す゜前の
の済の支の経基マ当五企る損’は消の的るたので
独計経配確済本に然節業　と部そな耗一磨かだ更あ
自算済見立学的総ので経　　　　　　　　　　　　主分のいで部損にご新っ
性を計解にのな括理紹済張は性かあ分部つのがて

゜に直減そべ減はい的と
近接価のき価”なえ
代移償消で償異そ問小
化転却耗あ却なれ題型
基す費価る費るででの
金るに値とに意はは旧
を価包はい包見こな式
設値括直う括がのい機

　　　　　Q

、対用ち助た者を一　るの企点まの的　張の介二済論
立価い的つのも指このテ業がたい理社でよし節計化
し値るにて意た標のは1経実さず論会あうよお算し
た形べさ’見なの問」マ済践れれの主るなうよのよ゜

態きら一がけみ題まで計になが論義と二とび本う
このでにつ一れにのさの算よけ正争社いつす第質・と
の指あ使は致ば依討に討のつれしだ会うのる三的す’
二標る用’しな拠議こ論指てばいけにご基企節なる
つをと価価てらすののの標検なかでおと本業に理立
の同す値値いなる出意紹体証らはおけが的経お解場
意時る形形たいこ発味介系さな’わるで立済いとで
見に意態態゜とと点にををれいたる経き場計てのあ、
は‘も見＿のたいはにおもどるのだも済るの算ふ関る’

ちとお指だう不おいっうさでちの計゜最のれ‘連゜
まい　よ標そこ可いてて編いあには算
たるもびをのと能てで本成のる実絶論
指必う労主指にで’あ稿す最゜践対争
標要一働と標つあ企るのるもそにには
体はつ時し体いつ業
系なは間て系てて経
にい’形もをは’済
包とか態ち編’一計
括すな）い成ほ連算
さるらのなすとのの
れ意ず指がるん指遂
る見し標らのど標行
諸ともを’にの体は
指が使も補あ論系単

゜むか中しよあ’
すと心てつり実
びい的経てえ践
にうな済検なを
か点環計証いは
えで節算さ゜な
よあご論れそれ
うるそ争るのた
と゜がのし論抽
すご’論・議象

も指てにそ
具標おつれ
体体いいそ
的系たてれ

・ に　゜はの
実つこ’立
践いのや場
的て節はと

・ のでり社
積論要’会
極議約す主
的は的で義
な’にに的
主こ紹第経
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きと生に標中種す　労企なご完いよれ接うの
よす産反は心・るこ働業けと全るびな結る指前
うる総映’指品指の時内れはな゜労い合長標者
をこ量す生標質標意間のば’指し働とし所はの
うとでる産は・と見形班な企標た時いてを’意
け’はこ物’労しは態・ら業体が間ういも綜見
る企なとの原働て’で組な経系つ形欠ずつ合は
こ業くが品価生’さ設大い済をて態陥’と的’
との・で質お産原ら定衆こ計編’のを価い・つ’

経生きあよ性価にさ計と算成二指も値わ全ぎ
生営産なるびのお企れ算にがしつ標つとれ面の
産管しいい利使よ業てのよ大なのはて価る的よ
物理たとは潤用び経い指つ衆け形’い格が性う
一 とうい等で価利済る標て経れ態生るの’格に
単直ちう級あ値潤計かは’済ばの産゜背しを主
位接実欠にる形の算ら’一計な指とこ離かも脹
あ的現陥応と態価のでほ層算ら標直れかしちす
たにしがじい指値指あと強をなを接にら同消る
りはたあてう標形標るん調包いたか対の時耗゜
　　　　　o　　　　　　　　　　　　

o

に無部るの　を態体
つ関分゜労す主指系
い係のま働な張標を
てなみた消わし’具
計要を利耗ち’生体
算因計潤量’そ産的
での算指を原れ量に
きえ対標完価ら・構
ない象は全指の品成

どさ括とがつしえにとす
がれしいい具’い’成な
使て・うに体使きそ果わ
用くそ゜く的用よれをち
価るれさみに価う＼は直’
値゜にらあ結値を生接価
形つ依にわ合形ま産比値
態ま拠こせし態ぬと較形
かりしの’てておが直し態

た標
’°

の

　う
　ち
　ど
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　を
　中
　’い
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　と
　す
　る
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　と
　い
　う
　点
　で
　も

対
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い

静雛雛鷲叢灘糟馨萎無奎馨糧．難
標体は入指果おい管業るを企係をと企に主すの陥’
にがじ指標をよ゜理経゜保業で計に業対張び長がお
つ企め標は反びとあ済こ障支あ算企経しすつ所あよ
い業てを必映利する計のし出るす業済てるけ一”でるび
て経企と要さ潤れい算よなを゜一るが計’°た補゜計
も済業おでせのばはにうがまとこ相算後
同計経しなる価’技包ならかすと対が者
様算済ていと値企術括要利なれ’的反の
での計・　°と形業管さ求潤えばつ独映意
あ指算あたが態経理れとをる’ま立し見
る標、のるとで指済のる直獲か企り性ては
゜体過いえき標計観べ接得ど業国をい’
前系程はばれを算点き的でう経家もるつ
者のに原’ば包のか指なきか済とつ経ぎ
の構は価生十括指ら標つる’計企て済の
意成いな産分し標必でなか自算業自関よ
見指りい量で’体要はがど己のの主係う
の標こしとあ企系ななりう資主あ的はに
よでむ資かつ業は指くをか金要いに’主
うはの金生ての’標’もをで任だ経国張
になで指産・’労資とそた計健務の営家す’

いあ標額使働金いれな算全は権をのる
使゜っをと用消・えはいすな’利お統゜
用労てとか価耗収る’指る拡自・こ一す
価働’おは値と入に企標こ大己義な指な

も完し画
のしか欠
をうも損
指る’企
標もこ業
体ののに
系で両は
のあ指利
申る標潤
心かの指
指らそ標
標’れが
と原ぞ設
し価れ定
なおので
けよ欠ぎ
れび陥な
ば利はい
な潤’こ
ら指他と
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統経　討討れ論れ経い理し支　りなをあ　す算と値
制済し論論ら争た’済る論よ配以えい全るこる・は形
す的かはがのによ計゜体う的上｝なか面とのもお’態
る諸し’つきつう算こ系と見のいら的す意のよ社の
社法なまつわいにのののす解こと’にる見でび会指
会則がだけめて’問よ枠るかつ主企反゜であ技主標
でをら集らてもそ題う内基らの張業映原はる術義を
あ意’約れ原’れになで本一意す経す価’と経のぞ
る識社のて則すはつ中そ的歩見る営る指い主済もの
か的会方お的べ　い国れ立ふの
らに主向りなて平てのを場みう’

利義へ・深同行だ経消にだち
そ用社むさ刻様しけ済化属し’
こす会いらなにてあ計しして前
でるはてに対みおる算よて中者
のこ’い発立らこの制うお国は
経と解な展はれなで論とりの’
済に放いし’るわは争す’現従
理よさよつ現のれなのる後実来
論っれうつ在でてい二基者のの
斗てたにあ中あい゜つ本の発社
争経人おる国るるまの的意展会
は済間も段に゜他え潮立見を主’

をがわ階おしのが流場は一義
直計歴れでいかテきはに’般経
接画史るあても1で’属従理済
的化的゜るな’マも単し来論学
なし・　　°おこのふにての化の

のが標う張指とま
全’にます標にま
面そつでる計お企
的れいも゜算け業

・ はてな
最生はく
絡産’利
的物生潤
なの産指
成実過標
：果現程が
を過に指
判程お標
断をけ体
す包る系
る括労の
指し働中
標て消心
たい耗で

める経
区経済
別済計
を計算
み算の
と．指
鞭肇
言算題

ら゜ち
を業こ
混務む
同計こ

　に場と済過と時す的済働そあご位企味わ大斗意
　こに調発程めにるな計時こつそ・業をた衆争味
　のつ整展に・る’こ部算間でた’部経もし運のに
　方う充gお立企と分を形のと一課済つは動決お
　向、じ実アけ場業にと企態指こ九単計て’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に着い
　にてのンるでのなみ業の標ろ五位算いづよをて
　そい時ポ特あ経るる経も体の八。制るぎるつか

　は実なでな進の的ずる衆る度たい計’なあ身決
（なの発はくをま部れか計使化まる算周・るで着
一 か経展な・社ま分に・算用しぎ゜制知あ・はが
九ろ済様・〈つ会もとくあと価たれことのるこなつ
　　　　’ま主ちすみるい値もものいよいのくけ六う発式
三か展と大り義こるすいわ形のな班わうは点’ら
年゜はと躍社経む立るはれ態でい組れに決か大れ
四　

’

ら進会済こ場か単るおあ原経　
’

定ら衆る
月

稿
）
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たえの主のとはをに班よる動済工中的い自゜
しる時義発を’決補組びが力計場国なえ身理
か立期経展み同定助経労’で算単の意ば・論
　　　　　　　　　　　　　　　　　、


